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郯

十

七

饴

(

三
◦

四)

雜

錄

ク
リ
、V
70
レスへ

「

論
集」
第
四
您
所
收
の
土
地
問
題
に
關
す
る
論
文
、
 

及
び
土
地
改
良
に
關
す
：る
論
文
の
說
明
す
各
所
は
、
 

;;
p

M

mが
、
其
執
筆
當
時
に
‘於
け
る
各
政
黧
所
屬
の
多
數
：
 

-

人
士
S
同
様
に
、
現
在
の
土
地
■

度

の

：
侧

に

於

け

'
る

勢 

力
の
强
さ
を
輕
視
じ
れ
£
云
ふ
こ
^
で
あ
る
。
而
し
て 

同
様
の
言
は
、
移
し
て
以
て
5
マ
！1
€
2
1
3
:
7 
M
aB-
e

の 

「

村
落
共
同
刚
體
し(

H
tr
e v

i
l
l
a
g
e
o
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s)

の
枇 

.評
に
於
け
る
或
語
句
に
も
適
用
す
る
こ
マ」
が
出
來
る
。
 

M
a
i
n
e

の
著
書
は
T
:非
常
K
興
味
？
«
«
€
の
た
め
に 

特
殊
の
注
意
を
受
け
名
に
足
る
も
の
で
あ
つ
て
、
.夫
れ 

は
、
g
Bi
，包
身
ょ
れ
も
巡
か
に
保
守
的
傾
向
マ」

深
き
關 

係
の
あ
る
場
合
で
さ
广
も
、
^
0
が
天
才
5
博
學
ミ
の

著
窬
を
祕
か
に
求
め
て
居
れ
^
云
^
こ
^
が
說
明
す
る

. 

... 

. 

' 

■

.

所
.の
興
味
で
あ
り
、
又
#:

賞
で
あ
る
。

> 

•
. 

. 

.

.

.

. 

■

:
 

.

.

.

.
,
.

Bishop 

G
eo
r
g
e 

B
e
r
k
e
l
e
y

の
著
書
に
關
す
る
論
文

一
は
：、
::
-
心
.理
學
的
批
判
の
嘯
片
ミ
し
て
：、
，：頗
る
眞
正
價
値
：
 

あ
る
以
外
に
、
又

g
日
' 

の
見
解
に
大
い
k
反
對
せ
る

-(
 

--f- 

- 

-elf 

- 

t- 

J
 
J-DlKy.

A
r
t
h
u
r

 

J. 

penty;lpost-IndustrialIsm.

p
d
.
 154. price. 6/

丨 George Al!ep
&
a
a
w
i
?
、IAd.

.淹
業
革
命
以
來
の
社
會
.は
機
械
の
社
會
で
あ
ゥ
>

物 

質
の
社
會
で
あ
る
。
す
べ
て
-.の
'ft
#'

現
象
は
機
械
t

ふ
一 

生
摩
力
に
よ
つ
て
制
約
せ
&

る

、
に

至

つ

た

の

で

あ

j 

る
：。
營
利
を
そ
の
本
則
さ
す
る
近
世
經
機
組
織
中
に
生|

 

存
し
>

ー、度
經
濟
學
祖
.'ァ
：‘.ダ
ム
‘
ス
ミ
ス
に
ょ
つ
て
分
勞 

'の
刺
盆
を
敎
へ
ら
れ
た
經
濟
學
者
は
、
機
械
ど
分
勞W

 :

. 

の
世
讲
を
讃
美
す
る
。
そ
は
能
牵
の
社
會
で
あ
り
、
數
一 

最
の
®h
#
,

で
あ
る
。
生
產
歡
の
低
廉
ミ
產
出
財
货
の
數
:j

、
 

*

的
增
加
、
さ
ぅ
し
て
こ
；れ
に〗

伴
ふ
自
由
競
爭
5
は
、

過
去
並
び
に
现
在
に
お
け
る
幾％

の
經
濟
學
：者
の
黄
金 

世界
：：

で

あ

る

ノ

：

 

り」

一
 

.こ
_の

自

由

競

爭

を

基

碰
w

:t
る
社
畲
，
生
產
費
の
低
：
.

:

廉

w

財
貨
の
数
.
.量
的
增
加
を
目
_

ミ
す
る
、y

換
言
す
ft

.

し：ば
貨
幣
增
殖
を
目
的
ミ
す
る
生
產
に
對
し
て

パ
偷「 

理

W

S
術
の
立
場
か
ら
批
判
，

攻
擊
し
た
人
士
は
少
な；

: 

し

e
し

な

い

。
英
國
の
ゲ
ク
ト
ッ
；ァ
時
代
は
英
_

の「

社 

:

第
十
七
餘
バ
三
の
玉

)

新
刊
紹
介
、

,の
，觀
t:
s

3ゾ
‘
.ス.チ
St
.
.
.
ア
I
ト
• ft

f
^

银

二

雛

1'西

六

宗
敎
的
見
解
ミ
深
き
關
係
の
あ
る
天
才
ド
示
し
た
問
情 

を
以
ヤ
目
立
つ
て
居
る
。

.「

論
集」

第
四
卷
は"

其
他
有
益
な
る
論
文
以
外
は
、 

G
e
o
r
g
e

 

G
r
o
t
e

の
-,
ア
リ
ス
トー

ト
ル
論」

の
批
評
を 

載
せ
て
居
る
が
、
評

者M
i
l
l

に
對
し
て
は
多
数
の
人 

が
斯
る
主
題
に
對
す
る
®
#'
マ

」

し
て
傾
聽
せ
ら
る
可
き 

最
高
の
要
求
あ
る
こ
^
を
杏
定
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
し
、
 

又
多
數
の
人
は
、
彼
の
れ
め
に
論
理
學
の
創
設
考
の
最 

も
著
名
な
る
後
繼
者
の
間
にs

〖r 

F
i
d
s

 

B
a
c
o
n

ビ 

並
ん
でj

の
地
^
を
指
定
す
る
で
あ
ら
ぅ
。(E

s
s
a
y
s

B* 

Political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

lco
oo
oo
, PP* 

5
4
*
5
9
0

會

的

進

步

し

の

最

高

潮

に

達

し

，れ

.時
V」

せ
ら
れV

ゐ

る
。
. 

.こ
の
時
代
に
あ
つ
て
哲
人
ト
マ
ス
ノ 
*
力
ア
ラ
ィ
ル
は
そ 

の
.偷
理
的
見
地
か
ら
マ
ン
チ

キ
ス
ク
t
學
派
の

自
由
主 

義

W

そ
の
實
際W

を
攻
擊
し
た
-
o

力
ア
ラ
ィ
ル
に
お
い 

て
、
そ
の
優
秀
な
る
師
を
見
出
し
た
ジ
ョ
ン
、
フ
ス
キ
ン 

は
偷
理
_
.
^
«

«
の
立
®

か
ら
作
世
紀
的
精
刺
の
ff
i

ff
i

を 

主
張
し
た
。
ジ
ョ
ンe

ラ
ス
キ
ン
が
霉
«
*
評
家
か
ら
社 

會
批
評
家
感

つ
た
の
に
*

し
て
，
身
自
ら
_
術
家
で 

あ
つ
尺
ゥ
キ
ソ

ア
ム
•

モ
ソ
ス
は
、そ
の
«

術

の

._立

場

か 

ら
現
代
の
物
.質
文
明
の
：野
卑
を
攻
擊
し
て
、
共
產
主
義 

の

陣

營

に

，走

つ

た

。
彼

等

の

立

場

は

"

他

の

社

會

主

義 

者

が

社

會

間

題

の

起
：：

因

を

胃

の*

の
.問

題
 

<
 解

す

る

の 

に
對
し
て
、
を
を
偷
理
の
間
題
で
あ
卜
、
_
術
の
關
す 

る>
/J

こ
ろ
で
あ
る

.？
し
た
。

彼
等
の
主
張
は
典
鳴
を
得 

る
こ

マ

」

が
比
較
的
少
な
か
つ
た
。
_
術
的
蓮
動
で
あ
る 

A
r
t

 

a
n
d

 C
r
a
f
t
s
m
o
v
e
m
e
n
t

 f 
モ
タ
ス
は
こ

0
運
®/
に
參

，加
す)

：
は
エ
藝
：に
お
：い
て
中
世
紀
的
傳
統
を
復
活
せ
し 

,め
ん
)£
.し
|2
31
©
で
.あ
.つ
*
.さ
ぅ
し
て
こ
の
運
©
の
、
 

失
敗
ビ
共
に
起
づ
た
ギ
ル
ド
思
想
芊
九
西
六
年)

は
正 

に
ラ
.ス
キ
ン
、
モ
ジ
ス
の
傳
統
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

s

i

1

四
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锵

十

七

猃

(
1

1
5

六)

新
刊
紹
介
.

.

然

る

に

ギ

ル

ド

社
！
！：

主

，義

運

動

が

漸

く

勞

働

者

階

級

. 

の
間
に
勢
カ
を
得
る
や"

そ
の
主
喪
' ^

る
ナ
シ
ョ
ナ>
0
 

ギ

ル

ブ

同

盟

の

ー

派..
1

ル
の1

:

派)
は
：：

益
々
ギ
ル
ド 

速
動
本
來
€

中
世
紀
的
精
神
皮*

れ
來
つ
て
、
集
產
主 

義
マ
し
の^ :

協
に
生
3

ん
マ」
す
各
o

，J

の
時
に
當
り
て
、

ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
の
观
想
的
«
統
を
最
も
有
力
に
把\ 

振
し
て
行
か
ふ
ぞ
す
る
者
:̂
、
：菩
人
が
こ
、
に
紹
介
せ 

ん
€
す
る
r
丨
ナ
I
。
。へ
ン
テ
ィ
、
そ
の
人
で
あ
る
。
。へ
 

ン」

グ
ィ
の
新
著post-xndustrialisln

ぽ

、
彼
が
ラ
ス
キ 

シ
、

モ
y
ス
の
®
統
に
忠
な
を
乙
^
^

小̂
し
て
ゐ
る
有j 

力
な
®

ZC
で
あ
る 

>
，ペ
ン
-

K

ィ
は
先
：づ
.現
代
の
社
#
問

j 

題
の
*

底
が
#
械
の
亂
刖
に
あ
る
：乙
せ
を
指
摘
し
、
如 

何
«
る
所
洧
權
形
態
0

«
觅
冬
、)

機
槭
の
亂
用
を
そ
の
. 

t
i
、

に

す

る

は

、.社
會
間
題
解
決
の
期
あ
ら
ざ
る 

>

V
,ぐ

」

を
誓
吿
す
る
o (

第

；一
章j 

V

J

の
織
じ
就
て
姑
旣
に
ー 

ラ
ス
キ
ン
、
4

タ
メ
の
有
力
に
主
張
し
た
ぐ」

こ
ろ
で
あ 

る
，然
る
に
多
く
の
經
濟
學
者
祉
會
主
義
渚
は
、生
產
额 

の
激
增
な
る
一
事
に
幻
惑
じ
て
、
機
械
化
現
象
の
人
生 

に
對
し
て
咖
何
に
.悲
慘
な
る
か
を
悟
る
こ
と
が
出
來
な 

か
つ
た
::
0
で
あ
.̂
,。
ァー

サ
|

>べ
ン
r
-プ
ィ
の
議
論
は
、

.

け
る
供
給
過
剩
は
彼
等
を

母
：！

汗
制
度
ビ
經
濟
的
不
安 

;
:,
皮に
導ぐ
から
であ
る

.°(

丑八

一
「

文

 

;
明を
保

^

せ

し

め

る

な

：
ら
ば
.、
あ
る
；程
度
1 :
で
の 

«

門
化
を
吾
々
^

持
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

.し
な
が
ら
、人
間
が
も
し
、遒
德
的
に
、潜
織
的
に
、

.だ
精
舯
的
に
墮
落
し
な
い
こ
ミ
を
欲
す
;6
な
ら
ば 

:

あ
る
點
七
お
い
て
制
限
を
鼓
け
.な
け
れ
ば
な
ら
な 

’ S
O
J

 

C

六
ニ
-頁)

何
ど
な
れ
ば
"「

す
べ
て
め
創
造
的 

の
仕
事
は
窮
，極
に
お
い
て
個
火
的
で
あ
る
こ
ヒ
は眞 

實
だ」

::
'
:が
ら
^

ゐ
る
。(

：六
五
®)

'

ぃ「

.こ
、
|:
_
»
な

乙
€
は
、
現
時
の
®:
■

の
人
々
は
.、

.宗
敎
と
藝
術
^
か
ら
離
れ
て
f

の
で
、
た
く
數
量 

上
の

こ
^
の
み
し
か
#
へ
ら
れ
な
.い
こ
も
で
あ
る
'0
:
:
. 

I 

:
彼
に
對
：し
て
進
步
の
觀
念
は
-
の
數
最
的
觀
念
で
あ
| 

る
。
.故
に
彼
は
數
银
的
標
準
の
.放
棄
を
意
味
す
る
す 

べ
て
の
见
想
を
排
す
る
の
で
ぁ
る
^
ハ
七
五
頁)

-

以
上
引
用
す
る
^

こ

ろ

は

、
本

_

半

の

部

分

で

あ 

つ

て
"

；
ぞ

の

狻

半

は

如

何

^

こ

の

數

傲

的

社

會

を

救

ふ 

べ
き
か
に
關
す
な
も
0 -

で
あ
る
。
彼
は
I

の
部
分
に
お 

.い
て
：キ
ル
ド
組
織
や
デ
モ
ク
ラ
シ
I

、

中

世

紀

へ

の

復

第
十
七
盤
Q

j

〇
七〕

新
刊
籾
介

'第

二

ま

I

四
八 

こ
の
點
を
甚
'礎w

し
て
出
發
す
る
。
今
原
著
よ
h
の
僅 

少
な
る
引
用
^
よ
つ
て
"
著
者
の
大
體
の
考
察
を
知
る 

に
满
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
‘い
。

「

機
械
は
模
倣
的
で
あ
る
。そ
は
"如
何
な
る
意
義
に
あ 

い
て
も
、
創
造
的
で
は
な
い
。機
槭
は
模
倣
を
す
る
、

.
然
も
そ
はj

定
物
だ
け
し
か
模
倣
丨
得
な
い
。
何
時 

も
あ
る
も
の.は
«
略
せ
ら
れ.る
の
で
あ
る
。
機
械
に 

よ
つ
て
洱
生
.產
し
得
な
い
あ
る
品
質
が
あ
る
そ
の 

品
®
は
氣
分
で
あ
る
。
機
«
の
產
物
に
は
双
分
が
出 

な
い
じ(

四
ニ
頁)

」「

藝
術
は
精
神
的
目
的
に
役
立
ち
、機
械
-
商
業
主
_ 

へ
ミ
は
物
質
的
目
的
に

，
®立
つ
。
.
: •
，審
美
的
並
び
に 

機
械
的
標
準
は
詩S
論
理
.の
そ
れ
の
如
く
異
な
る。

j 

(

四
三
-
^

—

四

頁)

：
：：
：

「
勞
働
の
細
分
ぞ
そ
の
近
時
に
あ
け
る
科
學
的
管
理
. 

法
ベ
の
進
化
は

產
業
文
明
の
呪
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ 

は
"
そ
は
人
.間
を
自
働
機
械
の
水
準
に
下
し
、
人
を

し
て
單
な
る
人
間
の
斷
片
な
ら
し
め
、
さ
ぅ
し
て
そ

■
の
精
神
的
、
道
德
的
ゝ
肉
體
的
生
活
を
碍
害
し
、
彼 

等
.の
人
格
を
：分
：

■離
：せ
し
：め
>
'
5
5し
て
、市
場
に
.お

-
-
i
l
s
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
,
i
-
-
g
-
-
-
l
-
=

-

.
 

I 
二-s達ilwlww.ig

導

歸
仍
f
'義
を
述
べ
て
ゐ
る
o
け
れ
ど
も
苒
々
の
興
味
を 

感
す
る
|/
|
は
、

こ
の
；後
半
に
お
け
る
8
設
的
部
分
で
な 

く
し
て
、
前
半
の
批
評
的
部
分
で
あ
る
。
吾
々
經
濟
學 

然

徒

は

既

に

久

し

き

に

涉

っ

て

"
經
濟
學
內
に
彌
漫
す
る 

ま

,
一
 

物
質
主
義
に
禍
さ
れ
て
來
た
。
經
濟
學
徒
は
數
景
以
外 

V 

j

に
何
等
か
が
存
在
す
る
.こ
€
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な 

j

い
。
嘗

て

フ

リH

に
ょ
つ
て
主
張
せ
ら
れ
た
愉
快
な
る 

1

勞
働
の
議
論
は
、
久
し
く
空
想
，の
名
の
下
に
棄
て
ら
れ
.

そ
來
た
。
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
の
勞
働
輪
も
多
く
の
經 

j

濟
學
者
の
顧
み
る
^

^
ろ
ミ
な
ら
な
か
つ
た
。
吾
々
は 

1
.
:現
_

の
經
濟
學
徙
が
再
び
勞
働
の
親
解
#

へ
歸
る
ベ
き 

:
?き
は
來
犮
ビ
思
ふ
。
私
が
。へ
ン
タ
ィ
の
書
を
紹
介
す 

る
所
以
は
己
、
に
あ
る
o
嘗
T
ク
口
ポ
ト
キ
ン
は
社
會 

問
題
に
就
.い
て
、
靑
年
に
調
ふ
べ
く
そ
のA

n

 

A
P

H

 

to 

the 

Y
o
u
n
g

を
書
い
た
。私
は
そ
の
.意
味
に
あ
い
て 

ベ
ン
テ
1
の
寒
書
を
靑
牢
學
徒(

苹
齡
に
就

い
て
云ふ 

0'
で
は
なs

)

 

K
紹
介
し
た
い
^
思
ふ
。

(

加
田
哲
ニ
>

第二'

一四
九


